
大田区立矢口小学校 創立１５０周年検討委員会 議事録 第２回 

開催日 令和５年３月６日（月）１８時３０分から２０時００分 

出席者 木下邦太朗 角田政春 藏方庸光 塩澤一好 藏方英明 塩澤正徳 

事務局 井上光広 中村正人 記録 井上光広 

【議事内容】 

１ 前回議事録の確認及び検討事項の決定 

 【決定事項】 

①明治１１年（１８７８年）薫泉學校創立を「創立記念年」として周年のスタートと変える。 

②明治２４年（１８９１年）矢口尋常小学校の意義も時代背景として大事なので、こちらは開校記念として 

残していく。 

  ③今後の予定 

令和 ８年度（２０２６年度） 矢口小学校「開校１３５周年」として記念行事を行う。 

同時に「創立１４８周年」を並列して公表し、「創立１４８周年・

開校１３５周年」と銘打つ。 

令和 ９年度（２０２７年度） 創立１５０周年に向けての準備年となる。 

令和１０年度（２０２８年度） 創立１５０周年（開校１３７周年）として記念行事を行う。 

１００周年記念碑のタイムカプセルを開ける行事も行う。 

令和１５年度（２０３３年度） 創立１５５周年（開校１４２周年） 

令和２０年度（２０３８年度） 創立１６０周年（開校１４７周年） 

  ④歴代校長の代について 

   ・歴代校長は明治２４年度（１９９１年度）初代校長 宇田川峯三郎 氏から数えることは変えない。 

  ⑤今後毎年、６月１日の開校記念日に矢口小学校創立の意義を学校便り「薫泉」や校長訓話などで、児童・

教職員だけでなく、保護者や地域にも伝えていく。 

   ・１８７８年（明治１１年）薫泉學校が矢口小学校の創立であること。 

   ・矢口小学校の周年を令和１０年に「創立１５０周年」と変えること。 

   ・地域とともに歩んできた学校の伝統があること。 

  ⑥学校サイトに「創立１５０周年プロジェクト」のページを作り、周知していく。 

２ 意見交換 

   ・１５０周年がゴールなのではなく、２００周年まで見越した動きにしていきたい。 

   ・矢口の渡商店街の盆踊りも、矢口小の１００周年がきっかけで発展した行事の一つである。教員が学校

で子供たちに盆踊りを練習させ、当日は引率して参加させた。これが伝統として引き継がれてきた。 

   ・１００周年の時には、商店街のご厚意で、１００本の国旗を掲揚してくれた。 

   ・学校、PTA、町会、商店街が協働する創立１５０周年にしていきたい。 

   ・矢口小学校に所属する児童、保護者、教職員に地域意識を醸成していきたい。 

   ・１２０周年の時、土曜授業日に木下 元校長が保護者向けに講演をしたこともある。 

   ・矢口小は、戦前は農家の子供たちを、戦後は日本復興の産業を支えた町工場の子供たちを育んできた日

本の学校教育の象徴でもある。 

   ⇒令和５年度に学校中心に「コミュニティスクール構想」を練り、地域立学校にすることで、創立１５０

周年をスタートとして２００周年、３００周年と持続していける、矢口小学校の学校・地域文化を引き

継ぐ組織を生み出す方針で今後は検討委員会を進める。 

３ 配布資料 

   ・周年記念誌（開校１００周年と１２０周年）の座談会記事 井上校長 

   ・薫泉學校・明林學校・矢口尋常小学校 教職員一覧 木下顧問 

次回検討委員会 開催予定 

・令和５年度の開催については現時点で決めず、必要に応じて事務局が開催予定を調整する。 



 


